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十
月
二
十
五
日
議
決
案
件

日

本

共

産

党

新
旭
町
庁
舎
整
備
事
業
に
関

す
る
事
業
契
約
締
結
に
関
し
、

旭
町
庁
舎
は
取
り
壊
し
、
建
て

替
え
る
方
向
が
示
さ
れ
た
が
、

今
な
お
市
民
か
ら
は
価
値
あ
る

建
物
を
な
く
さ
な
い
で
ほ
し
い

と
の
要
望
が
多
く
出
て
い
る
。

ま
た
日
本
建
築
学
会
や
建
築
家

協
会
や
ド
コ
モ
モ
ジ
ャ
パ
ン
か

ら
も
再
生
し
て
保
存
活
用
す
べ

き
と
の
意
見
が
根
強
い
。
ド
コ

モ
モ
日
本
支
部
か
ら
三
月
に
出

さ
れ
た
旭
町
庁
舎
の
再
生
計
画

は
、
施
設
の
老
朽
化
と
耐
震
上

の
問
題
、
将
来
に
わ
た
る
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
、
主
要
な
課

題
や
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
行

政
機
能
と
役
割
を
果
た
し
再
生

・
活
用
で
き
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
。
今
一
度
立
ち
ど
ま
り
再

考
す
る
べ
き
で
あ
る
。

中

西

進

秦

新
旭
町
庁
舎
整
備
事
業
の
事

業
契
約
締
結
に
関
し
て
賛
成
す

る
。
旧
旭
町
庁
舎
は
二
十
五
年

と
二
十
八
年
の
二
度
に
わ
た
り
、

解
体
を
前
提
と
し
た
予
算
が
可

決
さ
れ
た
。
二
十
九
年
第
一
回

定
例
会
で
は
建
設
予
算
が
可
決

さ
れ
、
五
月
に
は
落
札
者
が
決

定
。
八
月
に
は
仮
契
約
が
締
結

さ
れ
、
本
議
案
の
決
定
に
よ
り

本
契
約
へ
と
進
み
、
平
成
三
十

二
年
四
月
の
供
用
開
始
に
向
け

着
実
に
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
昨
年
第
一
回
定
例
会
で
は

庁
舎
の
歴
史
的
価
値
や
新
旭
町

庁
舎
整
備
費
用
の
問
題
、
旧
旭

町
庁
舎
を
活
用
し
た
観
光
の
推

進
等
の
理
由
に
よ
り
解
体
に
反

対
し
た
。
し
か
し
、
民
主
主
義

の
手
続
に
則
り
三
度
の
本
会
議

決
定
を
行
っ
た
こ
と
を
極
め
て

重
く
受
け
と
め
、
こ
の
議
決
を

遂
行
す
る
こ
と
が
行
政
の
安
定

性
、
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め

に
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
の

で
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

十
月
三
十
日
議
決
案
件

日

本

共

産

党

身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害

者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
は
、
障
害
者

の
方
々
の
自
己
負
担
の
増
大
の

た
め
反
対
。
大
型
ご
み
有
料
収

集
の
導
入
は
、
ご
み
排
出
量
及

び
焼
却
処
理
量
の
削
減
、
環
境

を
意
識
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
浸
透
、
排
出
量
に
応
じ
た
負

担
の
公
平
化
を
主
な
目
的
と
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
委
員
会

審
議
を
通
じ
て
論
理
が
破
綻
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
民
に
新
た

な
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
る

た
め
反
対
。
旧
大
蓮
東
小
学
校

跡
地
利
用
に
関
連
す
る
議
案
は
、

質
の
高
い
保
育
、
教
育
と
な
ら

ず
、
認
定
こ
ど
も
園
で
は
矛
盾

が
大
き
い
こ
と
や
、
弥
刀
東
幼

稚
園
、
長
瀬
西
幼
稚
園
、
大
蓮

保
育
所
の
統
廃
合
を
伴
う
も
の

で
反
対
。
し
か
し
、
地
域
要
求

も
含
ま
れ
た
複
合
施
設
整
備
は

必
要
で
あ
る
。

仮
称
東
大
阪
市
営
荒
本
住
宅

Ｂ
棟
建
て
か
え
工
事
に
関
す
る

請
負
契
約
の
締
結
は
、
入
札
が

一
者
の
み
で
落
札
率
が
九
十
九

・
三
七
％
と
、
全
国
市
民
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
が
談
合
の
疑
い
が
極

め
て
強
い
と
指
摘
す
る
落
札
率

九
十
五
％
以
上
で
あ
り
反
対
。

十
一
月
三
十
日
議
決
案
件

日

本

共

産

党

①

市
立
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ

ら
お
か
の
廃
止
に
関
し
て
反
対

す
る
。平
成
二
十
八
年
度
に
は
、

部
屋
は
一
万
五
百
六
人
、
お
ふ

ろ
は
六
千
百
四
十
一
人
と
多
く

の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
生
駒
山
と
枚
岡
公
園
の
緑

と
自
然
を
背
景
に
し
、
市
民
の

保
養
と
自
然
体
験
講
座
、
健
康

づ
く
り
、
研
修
、
文
化
活
動
な

ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

府
か
ら
の
土
地
の
買
い
取
り
も

含
め
再
検
討
し
、
府
と
協
議
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

日

本

共

産

党

②

旭
町
庁
舎
見
学
会
に
関
す
る

議
案
に
賛
成
の
討
論
を
す
る
。

旭
町
庁
舎
が
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
の
影
響
を
受
け
た
文
化
的
価

値
の
高
い
建
築
物
と
し
て
市
民

に
も
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
と
は

周
知
の
事
実
。
市
民
や
建
築
の

専
門
家
な
ど
か
ら
解
体
前
に
見

て
お
き
た
い
と
い
う
要
望
が
あ

る
。
総
務
委
員
会
の
総
意
と
し

て
市
長
に
見
学
会
を
要
請
し
、

今
回
五
百
三
十
万
円
の
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
は
多

過
ぎ
る
と
の
議
論
が
あ
っ
た
が
、

建
築
学
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、

募
金
活
動
等
に
よ
り
経
費
削
減

が
可
能
。
ま
た
対
象
者
を
市
内

在
住
者
に
限
定
し
て
い
る
が
、

広
く
建
築
家
や
地
元
業
者
、
大

学
や
高
校
の
学
術
研
究
に
資
す

る
た
め
に
も
、
市
外
在
住
者
の

受
け
入
れ
も
行
う
べ
き
で
あ
る
。

市
民
な
ど
の
要
望
に
こ
た
え
る

た
め
に
賛
成
す
る
。

十
二
月
二
十
七
日
議
決
案
件

大

阪

維

新

の

会

議
案
第
百
一
号
か
ら
議
案
第

百
五
号
ま
で
の
五
案
件
は
、
人

事
院
勧
告
に
伴
う
も
の
で
、
可

決
さ
れ
る
と
四
年
連
続
の
給
与

ア
ッ
プ
と
な
る
。
財
務
部
答
弁

で
は
市
の
財
政
が
今
後
更
に
厳

し
い
状
態
に
陥
る
と
の
こ
と
。

本
市
は
従
業
員
が
二
十
人
未
満

の
小
規
模
企
業
が
約
九
十
％
で

あ
る
が
人
事
院
勧
告
に
お
け
る

官
民
比
較
の
対
象
は
大
企
業
。

地
方
公
務
員
の
給
与
改
定
等
に

関
す
る
総
務
省
通
知
で
は
、
第

一
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
及
び

各
地
方
公
共
団
体
の
給
与
事
情

等
を
十
分
検
討
の
上
、
既
に
地

域
に
お
け
る
国
家
公
務
員
ま
た

は
民
間
の
給
与
水
準
を
上
回
っ

て
い
る
地
方
公
共
団
体
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
と
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
一

に
、
地
域
に
お
け
る
民
間
給
与

等
の
状
況
を
勘
案
し
て
適
切
に

対
処
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
反
対

す
る
。

日

本

共

産

党

市
立
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー

の
廃
止
に
関
し
て
は
、
今
後
の

社
会
教
育
施
設
と
そ
の
機
能
に

つ
い
て
十
分
検
討
さ
れ
た
と
は

思
え
な
い
提
案
で
あ
る
。
施
設

が
減
る
中
で
、
社
会
教
育
を
ど

の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
の
か
、

だ
れ
も
が
い
つ
で
も
学
べ
る
機

会
を
ど
う
保
障
す
る
の
か
を
行

政
の
責
任
で
示
す
べ
き
。ま
た
、

青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー
、
加
納

分
館
の
存
続
を
求
め
る
市
民
の

声
も
あ
り
反
対
す
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
し

て
、
利
益
を
目
的
と
す
る
企
業

が
社
会
教
育
の
一
環
で
あ
る
体

育
施
設
の
管
理
運
営
等
、
利
益

を
生
ま
な
い
業
務
を
担
う
と
な

れ
ば
、
職
員
待
遇
や
施
設
管
理

費
用
を
削
減
す
る
可
能
性
が
生

じ
る
。
安
全
確
保
や
社
会
教
育

活
動
を
支
援
す
る
機
能
が
低
下

し
、
非
正
規
、
低
賃
金
で
働
く

人
を
ふ
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が

り
か
ね
な
い
と
考
え
反
対
す

る
。市

立
斎
場
条
例
の
一
部
改
正

に
関
し
て
は
、
賛
成
す
る
が
七

斎
場
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
早

期
に
全
体
の
体
系
的
な
整
備
計

画
の
具
体
化
が
必
要
で
あ
る
。

真

実

の

会

議
案
第
百
一
号
か
ら
議
案
第

百
五
号
ま
で
の
人
事
院
勧
告
に

伴
う
議
案
に
関
し
反
対
す
る
。

市
税
を
初
め
と
す
る
歳
入
環
境

の
大
幅
な
好
転
が
見
込
め
な
い

中
、
市
制
誕
生
五
十
年
と
い
う

中
で
多
く
の
大
型
事
業
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
市
制
百
年
に
向

け
た
こ
れ
か
ら
の
五
十
年
間
、

大
き
な
事
業
も
で
き
ず
、
た
だ

先
輩
方
が
残
し
た
借
金
を
返
済

す
る
だ
け
の
五
十
年
と
は
し
た

く
な
い
。
今
回
の
給
料
表
の
改

定
率
は
平
均
〇
・
二
％
で
、
約

二
億
円
の
予
算
が
必
要
で
あ
る
。

財
政
調
整
基
金
も
底
が
見
え
始

め
て
い
る
。
財
政
難
、
人
口
減

少
、
超
高
齢
社
会
突
入
で
、
若

い
世
代
の
夢
や
目
標
が
か
な
え

づ
ら
い
状
況
に
あ
る
中
、
一
円

で
も
多
く
市
民
に
還
元
で
き
る

事
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

と
も
に
我
が
身
を
さ
さ
げ
る
改

革
で
踏
ん
張
り
、
今
後
、
給
与

ア
ッ
プ
に
賛
成
で
き
る
時
代
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
て

反
対
す
る
。

（２）第１９７号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成３０年６月１日


